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　古川さん(多摩川)作成の赤旗紙面集





▼待ち遠しい毎週の新聞


山田記者のお話を大変興味深く聞けました。ますます毎週の日曜版が待ち遠しくなりました。早く日曜版も電子化されないか、と思います。 あきらめないこと、継続すること、われわれが思うほど政権は盤石ではない…。


    （匿名・国領町）


▼このままではとんでもない方向に


私たちが思っているより右の方向に行くような気がします。ここで自民党の政治を終わりにさせないと、日本はとんでもない方向に行ってしまうのではないでしょうか。国民のことなど小指の爪ほども考えていない。私たちが運動をしなければ好き勝手に行動する。どんな行動があるのか。きょうの話で「中身」がわかりました。何のために政治を動かしているのかと思っていましたが、本当は自分のふところを増やすために政治を歪めている。国民のためにではなく、自民党の自由にできる政治。税金は取りたいように取っておいて使うのは適当。本当に頭にきます。このまま黙っていて自民党の好き勝手にさせておけば、おかしな日本になることは目に見えていると思います。（久保良信・多摩川）


▼ぞっとしました


自民党と統一教会の癒着問題もうやむやなまま今度は裏金政治が発覚した。統一教会と裏金で戦争国家への道が敷かれてきたかと思うとやり切れない。政権交代しかないと思うが、政党交付金も企業献金も受けない共産党からの批判を逆手にとって、政治活動資金を公金と献金にかぎり、新聞発行による事業収入を主な財源とする共産党の活動を封じようとする動きがあるというお話にぞっとした。国会放火事件をでっちあげ、共産党員を投獄してナチ政権が誕生したことを思い出す。


　　（石川康子・布田）


▼大激動の予感


　今回こそは大激動が起きそうな予感がします。詳しいデータと追い詰め方がわかり、このような講演を企画していただいてありがとうございました。　　（笹本潤・布田）


▼庶民感覚の違和感がスクープの発端だった


　コロナ禍でひらかれている自民党の派閥パーテイに取材に行ったら、ベットボトルの水さえ出さずにパーテイ券２万円をぼったくっている。なんだそれはという違和感が、自民党派閥裏金事件を暴いたスクープの発端だった。コロナ前の派閥パーテイでは立食式で食べ物、飲み物があり、取材記者にたいしてもウエルカムの姿勢で「どうぞ取材してください。食べてってください」とやっていた。合法の資金集めをしているという余裕があった。水も出さないで２万円。政治団体（「全友会」「大日本猟友会政治連盟」など）がまとめ買いするさいには１件20万円を超えないように同じパーティなのに議員個人名ごとに購入したことにする。その闇を暴いていった執念。追及の合理性。発表のしかたの水際立っていること。みごとです。「文春砲」を超える「赤旗砲」とまでいわれる理由の一端に触れることができました。「共産党が組織をあげて追及」と恐れられているがじつは二人の記者でやっていると笑いをとる。自民党はとても困っている。ネチネチと、どこまでも追及して音をあげさせましょう。裏金作りという脱法・違法・犯罪行為を決してゆるさず、検察まかせではなく、国民自身の追及、世論で追いつめましょうとのよびかけ。受けとりました。（佐藤定夫・深大寺北町）


▼政治を変えなければ…


金にまみれた腐りきった自民党の姿を見せつけられています。今変わらないで、いつ日本の政治は変わるのか？！


（二見真由美・深大寺北町）


▼市民運動が大切


これで終わるのではないことがわかり安心しました。一方国民の一票にかかっているので、闘い続けることと、市民運動が大切だということを改めて思いました。「赤旗」の取材姿勢なども知れて良かったです、「東京新聞」と「赤旗」だけが、唯一の正しい立ち位置での報道だと頼りにしています。他のメディアを批判するとき、『記者の良心』についても見ていかなければ…」というご指摘も納得です。なお、きょうは代々木の『さよなら原発』と同時刻になりました。できれば両方参加したいのでご配慮いただけるとありがたいです。　　　　（無記名）


＊例会の日程決定と会場の確保は、諸日程との調整も含めて毎回苦労しています。「さよなら原発」については、今回の例会を決める時期にはまだ把握できていなかったのです。（「憲法ひろば」事務局）














第２００回（４月）例会





死刑制度を考える





お話：岸田　郁さん　国民救援会事務局長


日時:４月１３日(土)　13:30～


場所:たづくり1002会議室 　参加費300円





武力で平和はつくれない！


とりもどそう憲法いかす政治を


　2024憲法大集会


日時:５月３日(金･休)　午後


場所:東京臨海広域防災公園（江東区有明）


 ★調布からの参加者は


 　 11時:JR新宿駅1･2番ホーム(埼京線)


 　　　　　池袋寄り階段下で待ち合わせ





第２０１回（６月）例会


｢たづくりまつり2024｣の参加企画として





中学教科書どう変わる？


　来年から４年間使う教科書が変わります





お話：石山 久男さん 「憲法ひろば」世話人





日時:6月1日(土)13:00～   参加費300円


場所:たづくり8階｢映像シアター｣





 ★ ｢たづくりまつり｣期間中(5/31～6/2)


　　　　　　たづくり2階｢南ギャラリー｣で


　　　　　　同タイトルの｢展示｣を行います
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